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国営赤城西麓地区（群馬県）国営赤城西麓地区（群馬県）

県営畑総安静地区（国営霞ヶ浦用水：茨城県）県営畑総安静地区（国営霞ヶ浦用水：茨城県）

豊富農産物等搬入運営委員会（国営笛吹川地区：山梨県）豊富農産物等搬入運営委員会（国営笛吹川地区：山梨県）

県営畑総寺久・三地区（国営霞ヶ浦用水：茨城県）県営畑総寺久・三地区（国営霞ヶ浦用水：茨城県）

火山灰土壌で保水力が乏しく、干ばつ等の被害常襲

道路事情が悪く耕地が分散、規模拡大が不可能

降水量1,100mmの干ばつ常襲地帯、養蚕業の衰退

小区画、排水不良など畑基盤に多くの問題

地区全体の約7割で畑地かんがい営農が可能に

畑地かんがいを含む畑総事業で作業効率が一変

会全体で1億円を超える売上

収益の増加と経営の安定、集落のまとまり向上

・畑地かんがい用水確保の強い要望
・国営・県営事業の実施

・若い人が地域に残らなくなることを危惧
・総合的な農住一体の環境整備に取組

・養蚕に換わる、地域に適した作物の模索
・畑地かんがい営農による地域農業の振興を目指す

・生産基盤の整備に対し兼業農家を中心に反対・慎重意見
・地域の意向をくみ上げ、集落営農組織設立

・畑地かんがい、排水、区画整理、農道の一体的整備
・集落、農業委員会、JAが一体となった土地利用の調整

・搬入運営委員会設立、道の駅（直売所）設置
・養蚕主体から、もも、スイートコーンなど他品目へ
・関係機関が一丸となってレベルアップ

・メロン＋ハクサイから多様な作目・作型の産地へ発展
・事業参加農家ほとんどが「やってよかった」の声

・土地改良区を中心とした関係機関の活発な営農推進活動
・コンニャク主体からレタス、アスパラガス、ホウレンソウ等の高収益作物に移行
・首都圏直結の食料供給基地としての地位確立
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